
 

抜群の視認性を持つ 
多色・再帰反射性カラ－インク 
「ア－トブライトカラ－」 

の開発と販売について

 
  株式会社小松プロセス（染料・樹脂配合製造メ－カ－、資本金：２千万円、売上高：４億５千万
円、住所：能美郡根上町浜町、社長：嵐　正敏、小松精練㈱グル－プ企業）は、染料の分散・配合技
術をべ－スに独自の差別化技術で染色・プリント用途の特殊染料を開発し  市場に提供して参りまし
た。 
  この度、あらゆる繊維や紙の上にプリントが可能な多色・再帰反射性カラ－インクを開発し、「ア
－トブライトカラ－」のブランドで販売を開始致しました。

  再帰反射とは光源から発せられた光が物に当たって光源部に帰ってくる現象を言い、布や紙にプリ
ントされたビ－ズ・色素層を通過した光が反射層に当たり照射方向にはね返って、光源部に居る人
（例えば運転者）に対して優れた視認性を発揮します。 
  「ア－トブライトカラ－」は特殊ガラスビ－ズと特殊反射材、そして色素を独自の製法により配合
することによって、従来の技術ではシルバ－色しか得られなかった再帰反射光を、任意に、しかも多
色の再帰反射光を放つことに成功した画期的なインクです。 
  再帰反射光の視認性は夜間の安全対策等に、シルバ－色よりも青・赤・黄等のカラ－の視認性がは
るかに優れ、実験段階では抜群の効果が認められており、かねてインク業界に強い開発の要望があり
ました。 
　既に「ア－トブライトカラ－」の実用例として、石川県トラック協会の「秋の交通安全旬間」の昼
夜兼用・事故防止啓蒙用垂れ幕に採用され好評を得ています。 
  また、シルバ－色のみではファッション用途として限界がありましたが、「ア－トブライトカラ
－」の多彩なカラ－バリエ－ションで、衣料などのファッション性が求められる分野での応用展開が
可能になりました。

  １．「ア－トブライトカラ－」の技術的特長 
    ①赤、青、黄、シルバ－、クリア－等の多色で高輝度な再帰反射光を放ちます。 
    ②従来の再帰反射光（シルバ－のみ）より視認性は格段に優れています。  
    ③インク製法の技術に関して特許出願済です。

  ２．「ア－トブライトカラ－」の用途 
    ・スポ－ツ・レジャ－衣料（スキ－・スノボ－、ライダ－・サイクル、ジョキング） 
    ・カジュアル衣料（Ｔシャツ、スウェットス－ツ、ブルゾン、ベスト） 
    ・ファッションアクセサリ－（傘、靴、カバン、帽子） 
    ・宣伝／広告用看板、垂れ幕、おもしろグッズ

  ３．「ア－トブライトカラ－」の営業政策 
    ■営業計画      初年度    ５０００万円 
                           ３年後    ２億円 
    ■販売価格      ７０００円／１Ｋｇ  （末端価格）

  ４．アートブライトカラーを使用した製品での再帰反射光



通常の場合                                        夜間、ライトが照射した場合

         以上


